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10周年 !■主な記事■主な記事 いきいき
● 町長年頭のあいさつ…２～３㌻
● 広報紙面で見る町の出来事2012…4～ 5㌻
● 衆議院議員総選挙結果…6㌻
● 医療を守る住民会議…７㌻
● 申告納税相談…８～９㌻
● いわて沼宮内駅開業10周年ほか…10～11㌻
● 男女共同参画フォーラム…12㌻

草桁地区の「健康いきいきサロン」が10周年を祝いました。
町の同サロンは、自治振興会の自主的な取り組みで高齢者が
いきいきと暮らせる地域を実現しようと平成14年度にはじ
まり、現在は45地区で行われています。開始当初から取り組
んだ草桁地区。「あっという間の10年だった」と振り返る皆さ
んの笑顔が、いきいきと輝きます（12月20日、働く婦人の家）
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謹賀新年
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
輝
く
新
春
を
皆
さ
ま
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
も
の
の
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
と
っ
て
は
、
震
災
前
の
日
常
を
取
り
戻
す
に
は

ま
だ
ま
だ
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
も
の
と
推
察

い
た
し
ま
す
。
本
町
と
し
て
も
で
き
得
る
限
り
の
支

援
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
国
に
あ
っ
て
は
、
昨
年

末
に
新
た
な
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
復

興
と
今
後
の
日
本
の
か
じ
取
り
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
町
で
は
野
菜
価
格

の
低
迷
や
農
林
畜
産
業
の
風
評
被
害
な
ど
、
大
変
厳

し
い
局
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
の

発
展
を
願
う
町
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
下
、
町
政
は

全
般
に
お
い
て
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
、
町
民
に
夢
と
希
望
、
そ

し
て
誇
り
を
与
え
て
く
れ
た
出
来
事
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
の
日
本
代
表
と
し
て
本
町
出
身
の
田
中
泉

樹
選
手
が
出
場
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
45
年

の
岩
手
国
体
を
契
機
に
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
町
技
と
位
置

付
け
、
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
町
民
誰
も
が
ホ
ッ

ケ
ー
を
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
と
、
競
技
と

し
て
の
ホ
ッ
ケ
ー
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
本
町

は
、
北
京
五
輪
に
続
き
、
２
人
目
の
五
輪
選
手
を
輩

出
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
本
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
岩
崎
茂
氏

が
、
自
衛
隊
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
統
合
幕
僚
長
」
に

就
任
さ
れ
た
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
は
、町
民
に
と
っ

て
大
き
な
誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
岩
崎
氏
に
は
国

の
た
め
、
故
郷
の
た
め
に
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
二
人
の
活
躍
は
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
町

民
の
気
質
や
町
に
根
差
し
た
土
壌
の
上
で
人
一
倍
努

力
を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
得
ら

れ
た
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
推
察
し
ま
す
。そ
し
て
、

努
力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
は
夢
で
な
く
実
現

可
能
な
「
目
標
」
に
な
る
こ
と
を
町
の
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
明
け
て
平
成
25
年
。
町
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
る
将
来
像
「
め
ぐ
み
の
大
地　

笑
顔
が
結
ぶ　

ひ
と
輝
く　

健
康
福
祉
の　

い
わ
て
ま
ち
」
の
実
現

の
た
め
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」、「
長
寿
の
喜
び
と
安
心
が
目
に
見
え
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
住
み
続
け
た
い
結
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
三
つ
の
基
本
理
念
の
下
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る

未
来
と
岩
手
町
ら
し
さ
が
光
る
ふ
る
さ
と
を
次
世
代

に
継
承
す
べ
く
、
渾
身
の
力
を
も
っ
て
町
政
の
運
営

に
ま
い
進
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

２
０
１
３
年
﹇
平
成
25
年
﹈謹賀新年 町
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ
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 1日　恒例の元旦マラソン大会が開催され、300人の参加者
　　　が新年の健康を願い走り初め（沼宮内地区）
 3日　町消防出初式で消防団員ら約500人が無火災を誓う
　　　（役場駐車場）
 9日　町成人式開催。156人が出席し、大人の第1歩を踏み
　　　出す（プラザあい）

31日　町ふるさと大使の岩崎茂氏（59）＝土川出身＝が自
　　　衛官の最高位、統合幕僚長に就任

 ５日　町スポーツ文化センター完成記念「劇団わらび座」
　　　ミュージカルアテルイが開催（森のアリーナ）
16日　町豊かな農村づくりシンポジウムが開催され約
　　　160人が参加（プラザあい）
18-19日　いわて北緯40度まんぷくそばフェスタが開催。
　　　各地域自慢のそばが勢ぞろい（プラザあい）

 3日　「岩手町“挑戦する”まちづくりフォーラム」開催。
　　　町ふるさと大使ペマ・ギャルポさんの講演に約
　　　200人が参加（プラザあい）
11日　東日本大震災から１年。追悼イベント「祈りのと
　　　もしび」を開催（道の駅「石神の丘」）
2-17日　町内13公立校で卒業式。342人が新たな環境へ
　　　巣立つ

6-15日　町内13公立校で入学式。285人が新たな学校生
　　　活をスタート
29日　春の叙勲で、宮田和義さん（69）＝民部田＝が瑞宝
　　　単光章に輝く

25日、6月10日　長年町の特別職を務め、町勢の発展に
　　　寄与した19人が町顕彰表彰を受賞

 2日　首都圏で暮らす町出身者などで構成する町ふるさ
　　　と会の総会が開催され、116人が参加（東京都内）
14日　ホッケー女子日本代表に田中泉樹さん（20）＝一
　　　方井出身、山梨学院大２年＝が選出され、ロンドン
　　　五輪出場が決定。本町２人目の五輪選手となる

10日　町消防演習が開催され、町消防団や婦人消防協力
　　　隊が士気旺盛に訓練を披露（町総合グラウンド）
16日　「岩崎茂氏統合幕僚長就任記念講演会・祝う会」を
　　　開催。統合幕僚長就任は、町はもとより東北出身者
　　　としても初の快挙（プラザあい）

 ２日　社会福祉法人日新福祉会が運営する特別養護老人
　　　ホーム「ラベンダー」が開所。町内２つ目の特養に
　　　入所待機者の解消が期待される（愛宕下地区）
 ８日　任期満了に伴う町議会議員選挙が執行され、４年間
　　　の町政を担う新議員16人が決定
15日　石神の丘美術館が平成14年のリニューアルオープ
　　　ン後の入場者20万人を達成
15-16日　全日本マスターズホッケー大会で男子岩手ク
　　　ラブマスターズが優勝（徳島県阿南市）

４月４月

１月１月

２月２月

３月３月

５月５月

5-7日　町秋まつりが盛大に開催。絢爛豪華な山車や郷土芸
　　　能団体が意気盛んに運行し大観衆を魅了（沼宮内地区）

13、14、21日　第42回町民体育祭が開催され、ニュース
　　　ポーツ交流会、町民ホッケー大会、町民ゲートボー
　　　ル大会で各地区選手が熱戦を展開し交流を深める
　　　（町総合グラウンドほか）
20-21日　いわてまち焼きうどん連合歓隊が「第７回Ｂ級
　　　ご当地グルメの祭典！Ｂ-１グランプリin北九州」に
　　　出展。全国へ町を大いにＰＲ（北九州市）
21日　町内の交通死亡事故ゼロ２年間を達成
27、28日　町の産業が一堂に会し第32回町産業まつり
　　　が盛大に開催（森のアリーナ）

 1日　町教育長に新たに平沢勝郎氏が就任
 1日　町金婚慶祝会が開催され31組の夫婦が参加し、結婚
　　　生活の50年の節目を祝う（プラザあい）
 3日　秋の叙勲・褒章で、村山勝見さん（76）＝二ツ森＝が
　　　瑞宝単光章、田村恵子さん（62）＝野原＝が藍綬褒章
　　　をそれぞれ受章
 9日　ＮＨＫラジオ「歌の散歩道」公開録音が行われ、　
　　　1,200人がゲストの熱唱を堪能（森のアリーナ）

24日　平成24年度町特別表彰が行われ、ホッケー岩手ク
　　　ラブマスターズが特別表彰を受賞（役場町長室）
 1日　  JR東北新幹線「いわて沼宮内駅」開業10周年記念式
　　　典が開催され、町民号「東京スカイツリーと浅草の
　　　旅」が出発（いわて沼宮内駅）…本号10㌻
13日　平成24年度叙勲・褒章受章祝賀会が開かれ４氏の
　　　受章を祝う（プラザあい）
16日　第46回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民
　　　審査の投開票が行われる（町内21投票所、町総合開
　　　発センター）…本号６㌻

24日　道の駅「石神の丘」開業10周年。28、29日には10周
　　　年記念感謝祭を盛大に開催（道の駅「石神の丘」）

28～30日　全国スポーツ少年団ホッケー交流大会で水
　　　堀・沼宮内男子が第３位（新潟市）
29日～８月８日　ホッケー女子日本代表田中泉樹選手が
　　　ロンドン五輪に出場。全６試合に出場し活躍（英国・
　　　ロンドン）

１～５日　北信越インターハイ、全国高等学校ホッケー選
　　　手権大会で沼宮内高男子が第３位（福井県越前町）
13日　町夏まつりが開催され、1,600発の花火が夜空を彩
　　　る（道の駅「石神の丘」）

 １日　町消防団が防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞
 １日　「いわてまち大縁会」を東京で開催。町の人的ネッ
　　　トワークの構築を図る（東京都内）
８-９日　「『北上川の源泉』シンポジウムinいわてまち」が
　　　開催され、源泉のまち・岩手町から北上川の魅力　
　　　と流域文化を発信。同時開催「北上川ご当地グルメ
　　　大集合！」（プラザあい、大町）
18、21、25日　町敬老会開催。1,516人が参加し、地域
　　　を挙げて長寿を祝う（町内14会場）
21-23日　川口秋まつりが開催。秋浦大名行列をはじめ
　　　とする郷土芸能団体や勇壮な山車が観衆を魅了（川
　　　口地区）
24日　ホッケー女子日本代表の田中泉樹さんに本町史上
　　　３人目の町民栄誉賞を授与。ロンドン五輪出場報
　　　告会が開催される（プラザあい）

10月10月

11月11月

12月12月

町技ホッケーを通じて町民に勇気と感動、希望をもたらした
田中泉樹さんに町民栄誉賞が贈られた　　（11月号2‐3㌻）

９月９月

８月８月

６月６月

７月７月

2012年[平成24年]2012年[平成24年]
紙面で見る町の出来事紙面で見る町の出来事

4 21日 第 回町民体育祭 開催され

町消防演 催 町消防 婦人消防

対
象
者
の
８
割
以
上
が
出
席
し

20
歳
の
門
出
を
祝
っ
た
町
成
人
式

　
　
　
　
　
（
２
月
号
２
‐
３
㌻
）

北
京
五
輪
に
続
き
２
大
会
連
続
と
な
る
町

か
ら
の
五
輪
選
手
輩
出
に
関
係
者
が
歓
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
号
２
‐
３
㌻
）

自
衛
官
の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
岩
崎
茂
統
合

幕
僚
長
が
講
演
。
ふ
る
さ
と
は「
心
の
支
え
」

と
語
る　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
号
８
‐
９
㌻
）

橋
幸
夫
さ
ん
、新
沼
謙
治
さ
ん
、水
田
竜

子
さ
ん
が
歌
声
を
響
か
せ
た
満
員
の「
森

の
ア
リ
ー
ナ
」　　
（
12
月
号
12
‐
13
㌻
）

各
団
体
自
慢
の
山
車
や
踊
り
で
実

り
の
秋
を
祝
っ
た
恒
例
の
町
秋
ま

つ
り　
　
　
（
11
月
号
４
‐
５
㌻
）

町
の
物
産
観
光
、情
報
発
信
の
拠
点
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
道
の
駅「
石
神

の
丘
」が
10
周
年　
　
（
９
月
号
２‐３
㌻
）

広報いわてまち広報いわてまち
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第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
は
昨

年
の
12
月
16
日
、町
内
21
の
投
票
所
で

行
わ
れ
、町
の
有
権
者
は
、よ
り
良
い
日

本
の
将
来
を
自
ら
の
一
票
に
託
し
投
票

し
ま
し
た
。

  

当
町
を
含
む
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
岩
手
県
第
２
区
で
は
、開
票

の
結
果
、自
民
党
の
元
衆
議
院
議
員
鈴

木
俊
一
氏（
59
）が
、当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
は
、全
裁
判
官
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
の
町
の
有
権
者
数
は
、１
万

２
７
３
７
人
。
投
票
率
は
、小
選
挙
区

と
比
例
が
58･

26
％
で
県
全
体
の
61
・

68
％
を
３
・
42
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
率
は
57
・

72
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、開
票
結
果
は
、表
１
か
ら
表
３

の
と
お
り
で
す
。

投
票
率
は
58・26
％

①より良い日本の将来を願い家族で投票
に訪れる有権者②③大切な一票一票を正
確かつ迅速に分類・集計する開票作業

表3   最高裁判所裁判官国民審査
　　　（岩手町結果、敬称略）

表2   比例代表選出議員選挙

表1   岩手2区の選出議員選挙
　　　（得票順、敬称略）

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

選挙結果

③

② ①

　
「
町
の
医
療
を
守
る
住
民
会
議
」（
西
田

利
夫
代
表
）
は
昨
年
の
11
月
29
日
、
役
場

会
議
室
で
会
合
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

町
内
の
医
療
・
福
祉
関
係
者
、
町
議
会
議

員
、
町
医
療
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ら
29
人

が
出
席
。
会
議
で
は
、
町
が
医
療
法
人
と

協
議
を
重
ね
て
き
た
県
立
沼
宮
内
地
域
診

療
セ
ン
タ
ー
の
民
間
移
管
に
つ
い
て
、
取

り
組
み
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
立
沼
宮
内
病
院
か
ら
県
立
沼
宮
内
地

域
診
療
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
無
床
化
さ
れ

た
同
セ
ン
タ
ー
の
民
間
移
管
に
取
り
組

み
、「
一
般
入
院
ベ
ッ
ド
」
の
確
保
を
目

指
す
町
は
、
地
域
医
療
に
大
き
な
理
解
を

示
す
医
療
法
人
日
新
堂（
盛
岡
市
玉
山
区
、

八
角
有
紀
理
事
長
）
と
平
成
23
年
２
月
に

覚
書
を
締
結
。
お
お
む
ね
２
年
を
目
途
に

民
間
移
管
を
目
指
す
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
の
協
議
に
つ
い
て
町
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
報
告
。「
核
と
な
る
医
師

や
看
護
師
な
ど
、
人
的
体
制
の
確
保
の
目

途
が
立
た
ず
、
目
途
と
し
て
い
た
お
お
む

ね
２
年
で
の
民
間
移
管
実
現
は
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
町
は
、「
町

と
日
新
堂
の
覚
書
で
は
、
２
年
で
の
実
現

が
困
難
な
場
合
、
今
後
も
協
議
を
継
続
す

る
と
し
て
い
る
」
と
説
明
。「
両
者
は
今

後
も
民
間
移
管
に
関
す
る
覚
書
の
内
容
達

成
の
た
め
に
、
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
こ
と
を
確
認
し

た
ほ
か
、
新
た
に
「
町
は
、
幅
広
く
地
域

医
療
と
民
間
移
管
に
理
解
あ
る
医
療
法
人

の
情
報
収
集
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
い
う
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

会
合
で
は
、
病
院
の
人
員
や
経
営
、
医

療
制
度
に
つ
い
て
な
ど
の
意
見
が
活
発
に

交
わ
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
「
町
が
予
算

的
に
応
分
の
負
担
を
す
る
決
意
が
必
要
」、

　

町
主
催
の
自
殺
対
策
事
業
・
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
研
修
会
は
昨
年
の
11
月
27
日
、
プ
ラ

ザ
あ
い
で
開
か
れ
、
町
内
の
医
療
機
関
の

職
員
や
町
健
康
福
祉
課
の
職
員
な
ど
25
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
本
町

の
自
殺
死
亡
者
数
の
現
状
や
町
が
取
り
組

む
自
殺
対
策
事
業
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
ほ
か
、
県
央
保
健
所
の
菅
原
智
所
長

（
63
）
が
、「
自
殺
の
現
状
と
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
殺
に
つ
な
が
り
や
す
い
う

つ
病
の
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
相
手
の

話
を
否
定
せ
ず
、
じ
っ
く
り
と
聴
く
こ
と
が

大
事
」
と
説
明
。
具
体
的
な
会
話
の
例
な
ど

か
ら
、
話
を
聴
い
て
見
守
り
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
役

割
や
心
得
を
学
び
ま
し
た
。
菅
原
所
長
は

「
う
つ
病
は
治
療
で
治
る
病
気
。
軽
い
状
態

は
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
い
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
専
門
医
に
紹
介
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

出
席
者
に
取
り
組
み
の
経
過
説
明
を
す
る
民
部
田
町
長

自
殺
対
策
「
こ
こ
ろ
ケ
ア
研
修
会
」
開
催

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
と
心
得
を
学
ぶ

「
沼
宮
内
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
」

民
間
移
管
の
実
現
へ
協
議
を
継
続

「
中
核
と
な
る
病
院
を
守
る
ん
だ
と
い
う

住
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
」
な

ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
会

合
で
の
意
見
も
踏
ま
え
町
は
、「
一
般
入

院
ベ
ッ
ド
確
保
」
を
最
優
先
に
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
沼
宮
内
地
域
診
療
セ
ン

タ
ー
は
来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

岩手町
医療を守る
住民会議

うつ病の人には「励まさず、徹底的に聴き役に回っ
てください」と対応法を説明する菅原中央保健所長

候補者氏名 岩手2区 岩手町

鈴木　俊一 ○当
96,523 4,283

畑　浩治 63,695 2,402
久慈　茂雄 10,491 524
有効投票数 170,709 7,209
無効投票数 4,837 212
投票総数 175,546 7,421

政党などの名称 県全体 岩手町
社会民主党 29,228 221
公明党 42,479 269
幸福実現党 2,886 28
みんなの党 38,065 371
自由民主党 150,075 2,589
民主党 122,501 1,106
日本共産党 40,896 459
新党改革 5,425 60
日本維新の会 68,275 618
日本未来の党 144,396 1,319
有効投票数 644,226 7,040
無効投票数 26,980 381
投票総数 671,206 7,421

氏  名 罷免を可と
する投票数

罷免を可とし
ない投票数

山浦　善樹 308 6,739
岡部　喜代子 294 6,753
須藤　正彦 275 6,772
横田　尤孝 261 6,786
大橋　正春 258 6,789
千葉　勝美 260 6,787
寺田　逸郎 247 6,800
白木　勇 260 6,787
大谷　剛彦 248 6,799
小貫　芳信 236 6,811
有効投票数 7,047
無効投票数 290
投票総数 7,337
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合計可。ただし、限度額
2万８千円〈4万円〉

合計可。ただし、限度額
2万８千円〈4万円〉

【全体の適用限度額】　町県民税７万円〈12万円〉※〈  〉内は所得税の適用限度額

　

税
務
署
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ
た

人
や
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

農
協
の
申
告
会
場
や
盛
岡
税
務
署
が

「
ア
イ
ー
ナ
」に
開
設
す
る
確
定
申
告

会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

そ
の
場
合
は
、収
入
や
経
費
の
事
前
の

計
算
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、農
協

や
税
務
署
が
開
設
す
る
確
定
申
告
会

場
で
申
告
す
る
人
は
、町
の
日
程
に
よ

ら
ず
申
告
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、家
族

の
申
告
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

生
命
保
険
料
や
個
人
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
た
場
合
に
一
定
の
金
額
の

所
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
生
命
保
険

料
控
除
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結

し
た
保
険
契
約
な
ど
は「
新
契
約
」

に
、平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で
に
締

結
し
た
保
険
契
約
な
ど
は「
旧
契
約
」

と
さ
れ
、下
記
の
と
お
り
保
険
料
控

除
の
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、町
・
県
民
税
は
平
成
25
年

度
分
か
ら
、所
得
税
は
平
成
24
年
分

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
告
納
税
相
談

申
告
納
税
相
談

　

町
・
県
民
税
、事
業
税
、所
得
税
の

申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
申
告
準
備
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

　

町
で
は
、左
表
の
と
お
り
２
月
５
日

（
火
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま
で
、申
告

の
受
け
付
け
と
税
金
の
相
談
を
兼
ね

た
申
告
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
は
、申
告
関
係
の
書
類
は
す
べ
て

会
場
に
持
参
す
る
た
め
、役
場
で
の
納

税
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
相
談
日
と

会
場
を
確
認
し
、指
定
の
会
場
で
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
南
山
形
地
区

は
川
口
ま
た
は
北
山
形
公
民
館
で
、子

抱
・
沼
袋
地
区
は
川
口
公
民
館
で
も

相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、会
場
が
大
変

混
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、領

収
書
や
計
算
書
な
ど
必
要
な
書
類
を

事
前
に
準
備
し
、合
計
を
算
出
し
て
お

く
な
ど
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
確
定
申
告
の
時
期

　平成24年分の申告書作成会場が次のとおり開設されま
す。所得税（譲渡所得含む）、消費税、贈与税の申告が必要
な人は利用ください。なお、盛岡税務署内には申告書作成
会場を設置していません。来場の際は、無料駐車場はあり
ませんので公共交通機関などを利用ください。
【期間】　２月１日（金）～３月15日（金）　※土日祝日
は除く。ただし２月24日と３月３日の日曜日は開設
【時間】　午前９時～午後４時
【会場】　盛岡駅西口「アイーナ」（7階アイーナホール）

特
定
の
人
は
確
定
申
告
会
場
で

◎平成25年度申告納税相談の日程

月　日 曜日 会　場
対　象　地　区　な　ど

午前の部　午前９時～午前11時30分まで 午後の部　午後１時～午後３時30分
２月５日 火 町総合開発

センター
年金収入・給与還付のみ（対象地区で申告ができない人）

　　６日 水 年金収入・給与還付のみ（同上） ―会場移動―

　　７日 木
水堀いきがい
交流センター

前ケ沢・吉谷地・御堂・御堂新田・朽木林・北上・上横沢・下横沢

　　８日 金 尾呂部・豊岡・小山沢・水堀

  　12日 火 川原木・ の口 ―会場移動―

  　13日 水

川口公民館

草桁・駅通・下町・山道

  　14日 木 境田・上町・二ツ森

     15日 金 秋浦・高梨・岩崎・芦田内・雪浦

  　18日 月 野原・土滝・雨滝・橋場 ―会場移動―

  　19日 火

一方井公民館

上黒内・下黒内・大股・葉木田

  　20日 水 一方井・新田・上浮島

  　21日 木 今松・下浮島・土川

  　22日 金 黒石・大森・下鴫沢

  　25日 月 上鴫沢・中田 ―会場移動―

  　26日 火
北山形公民館

万部・相寅瀬・落葉・葉の木・大平・大金沢・小金沢・膝突・下屋敷

  　27日 水 白椛・日の神子・上平・一本柳・曲り・岩瀬張 ―会場移動―

  　28日 木

町総合開発
センター

―会場準備―

３月１日 金 子抱・沼袋・大渡・遠中沢・穀蔵・丸泉寺・太布・水無・子九十

      ３日 日 平日申告することができない人

      ４日 月 日中申告することができない人　【受付時間】　午後１時～午後７時30分

      ５日 火 舘・新町・城山・民部田・柳橋・田中栄小路

  　 ６日 水 上大町・下大町・上野口町・江刈内・新愛宕下

　　７日 木 下苗代沢１・下苗代沢２・駅前・上愛宕下・下愛宕下・子抱団地

　　８日 金 上五日市・下五日市・大坊・下野口町・上苗代沢

  　11日 月 日中申告することができない人　【受付時間】　午後１時～午後７時30分

  　12日 火 太田・細沢・石神・犬袋

　  13日 水 横田・久保・落合・半在家

  　14日 木 まだ申告をしていない人

　  15日 金 まだ申告をしていない人

　国税庁ホームページ(www.e-tax.nta.go.jp)で、確定申
告書（所得税・消費税・贈与税）、青色決算書、収支内訳書
の作成ができます。また、国税申告・納税システム「e-Tax｣
を利用するとさらに便利です。詳しくはe-Taxホームペー
ジ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

生
命
保
険
料
控
除
が
改
正
に

町県民税の計算式
年間の支払保険料 控除額
12,000円以下 支払保険料の全額

12,000円超32,000円以下 支払保険料×1/2＋ 6,000円
32,000円超56,000円以下 支払保険料×1/4+14,000円

56,000円超 一律28,000円

所得税の計算式
年間の支払保険料 控除額
20,000円以下 支払保険料の全額

20,000円超40,000円以下 支払保険料×1/2＋10,000円
40,000円超80,000円以下 支払保険料×1/4+20,000円

80,000円超 一律40,000円

町県民税の計算式
年間の支払保険料 控除額
15,000円以下 支払保険料の全額

15,000円超40,000円以下 支払保険料×1/2＋ 7,500円
40,000円超70,000円以下 支払保険料×1/4+17,500円

70,000円超 一律35,000円

所得税の計算式
年間の支払保険料 控除額
25,000円以下 支払保険料の全額

25,000円超  50,000円以下 支払保険料×1/2＋12,500円
50,000円超100,000円以下 支払保険料×1/4+25,000円

100,000円超 一律50,000円

◎「新契約」（平成24年1月1日以後に締結した保険契約など）の控除額

◎「旧契約」（平成23年12月31日以前に締結した保険契約など）の控除額

◎控除の合計と限度額

　新契約には、新たに「介護医療保険料控除」が設けられ、介護医療保険料の支払額から控除が受けられます。
　一般生命保険料・介護医療保険料・個人年金保険料のそれぞれの控除額は、下表の計算式で計算した額です。

◎消費税、贈与税などの申告は「アイーナ」で

◎ e-Tax をご利用ください

盛岡税務署からのお知らせ
　【問い合わせ先】　盛岡税務署 019-622-6141

　旧契約では、これまでどおり一般生命保険料・個人年金保険料の支払額から控除を受けられます。
　それぞれの控除額は、下表の計算式で計算した額です。

　一般生命保険料控除と個人年金保険料
控除は、新契約と旧契約の各控除額を合
計することができますが、この場合、各
控除額の限度は町県民税が２万８千円、
所得税は４万円となります。
　なお、控除額全体の適用限度額は町県民
税が７万円、所得税は12万円となります。

生
命
保
険
料
控
除
の
改
正
の
概
要

一般生命保険料控除
限度額2万８千円〈4万円〉

個人年金保険料控除
限度額2万８千円〈4万円〉

介護医療保険料控除
限度額2万８千円〈4万円〉

個人年金保険料控除
限度額3万5千円〈5万円〉

一般生命保険料控除
限度額3万5千円〈5万円〉

＋ ＋

新
契
約

旧
契
約
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     主催：町商工会
主管：町商工会青年部／JA新いわて青年部岩手中央支部

【日時】
【場所】

【定員・会費】

【参加資格】結婚・出会いを希望する満20～40歳の独身男女
※男性は町内在住または出身、勤務の人

【参加申し込み】申込書に必要事項を記入し、町商工会まで
郵送かFAXで申し込みください。申込書
は町商工会青年部ホームページ（http://
iwatemachi.net）からダウンロードするか、
町商工会へ問い合わせください

【問い合わせ先】町商工会青年部 62-2760 FAX62-4844
（〒028-4303　岩手町大字江刈内9-65-1）

愛宕組御神鏡奉納
百周年記念祝賀会

①全国各地から大勢の参拝客が訪れる稲荷
神社の総本宮、伏見稲荷大社を訪問した皆さ
ん②真っ赤な装束とキツネのお面を身に着
け、リズミカルに跳ねる川口きつね踊りの
子どもたち。夢の舞台で奉納演舞を果たす

①長い歴史を誇り高く受け継ぐ愛宕組の皆さん②100年の歩みとまつり話に
花が咲き盛り上がる会場③御神鏡を乗せた大正２年の山車を模したミニ山車

記念式典出席者と10周年記念企画の町民号で東京に出発する参加者たち ホームで新幹線を迎える沼宮内駒踊り

　

川
口
の
豊
城
稲
荷
神
社（
立
花
弘

好
総
代
長
）と
川
口
き
つ
ね
踊
り
保

存
会（
瀬
川
孝
会
長
）は
昨
年
の
11

月
24
日
、京
都
市
の
伏
見
稲
荷
大
社

を
訪
ね
、奉
納
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
大
社
は
全
国
の
稲
荷
神
社
の

総
本
宮
。
豊
城
稲
荷
神
社
は
昨
年
、

同
大
社
よ
り
分
霊
を
受
け
３
０
０

年
に
当
た
り
、こ
の
節
目
の
年
に
奉

納
を
果
た
そ
う
と
当
日
は
、神
社
の

関
係
者
や
き
つ
ね
踊
り
保
存
会
の

ほ
か
、川
口
神
楽
、川
口
秋
ま
つ
り

の
山
車
組
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
40
人

が
同
大
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、川
口
き
つ
ね
踊
り

と
川
口
神
楽
の
全
演
目
が
踊
ら
れ

た
ほ
か
、山
車
組
が
音
頭
上
げ
を

奉
納
。
居
合
わ
せ
た
大
勢
の
参
拝

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
瀬
川
会
長
は
、「
節
目

の
年
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
奉

納
を
果
た
せ
て
感
無
量
で
す
。
地

域
と
と
も
に
伝
承
し
て
き
た
き
つ

ね
踊
り
に
ま
た
一
つ
歴
史
を
刻
む

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
伝

統
を
絶
や
さ
ず
続
け
て
い
き
た
い
」

と
伝
承
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

愛
宕
組
御
神
鏡
奉
納
百
周
年
記

念
祝
賀
会（
同
実
行
委
主
催
）は
、

昨
年
の
12
月
９
日
、プ
ラ
ザ
あ
い

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、愛
宕
組
関
係
者
を
は
じ

め
沼
宮
内
地
区
の
山
車
組
や
郷
土

芸
能
団
体
の
代
表
、民
部
田
幾
夫
町

長
な
ど
の
来
賓
約
１
１
０
人
が
出

席
。
大
正
２
年
に
愛
宕
組
が
沼
宮

内
稲
荷
神
社
へ
御
神
鏡
を
奉
納
し

て
か
ら
１
０
０
周
年
の
記
念
を
盛

大
に
祝
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、愛

宕
組
の
武
田
隆
組
頭（
50
）＝
愛
宕

下
＝
が「
大
正
２
年
に
御
神
鏡
を
山

車
に
乗
せ
町
内
を
お
披
露
目
し
た

貴
重
な
写
真
が
見
つ
か
り
、愛
宕
組

の
ル
ー
ツ
が
解
読
さ
れ
た
」と
あ
い

さ
つ
。
会
場
に
は
、当
時
の
山
車
を

模
し
て
作
ら
れ
た
高
さ
約
３
㍍
の

ミ
ニ
山
車
が
展
示
さ
れ
、愛
宕
組
に

よ
る
太
鼓
囃
子
や
音
頭
上
げ
が
誇

り
高
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

貴
重
な
古
写
真
は
同
神
社
の
杣

直
明
宮
司
が
提
供
し
、石
神
の
丘
美

術
館
で
も
御
神
鏡
や
古
写
真
の
特

集
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都

総
本
宮
の
伏
見
稲
荷
大
社（　

）で

「
川
口
き
つ
ね
踊
り
」が
奉
納
演
舞

　

東
北
新
幹
線
い
わ
て
沼
宮
内
駅

は
昨
年
の
12
月
１
日
、開
業
10
周

年
記
念
式
典
を
行
い
、節
目
の
日

を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、一
日
駅
長
を
務
め
た

民
部
田
幾
夫
町
長
が「
開
業
で
時
間

と
距
離
が
大
き
く
短
縮
し
、私
た
ち

の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
町
民

皆
さ
ま
と
共
に
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ホ
ー
ム
で
は
、く
す

玉
が
割
ら
れ
た
ほ
か
、沼
宮
内
駒
踊

り
が
新
幹
線
を
出
迎
え
節
目
の
日

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、記
念
企
画
の
町
民
号「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
の
旅
」

いわて沼宮内駅

に
は
、町
民
な
ど
58
人
が
参
加
。

臨
時
運
行
さ
れ
た
新
幹
線
で
東
京

へ
出
発
し
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

や
浅
草
寺
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
東
京
駅
な
ど
を
観
光
し
、１
泊

２
日
の
東
京
ツ
ア
ー
を
大
い
に
満

喫
し
ま
し
た
。

町
民
号「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
の
旅
」

参
加
者
大
募
集

①

② ③

開業10周年

  道の駅「石神の丘」レストラン
女性は2人以上一緒の
申し込みで会費が１人
1,000円に！友人と誘い
合わせて一緒にどうぞ！

申込期限

１/31㊍
定員になり次第締切

② ①
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後藤さんの軽妙なトークに笑顔を見せる参加者たち

性別にとらわれず生き生きと暮らす3人が体験を発言

市町名 高齢者数 要介護（要支
援）認定者数

サービス
利用者数

サービス費用
（給付費）

岩 手 町 4,789人 950人 779人 14億2,412万円

葛 巻 町 2,744人 593人 453人 7億6,139万円

八幡平市 9,184人 1,756人 1,419人 26億9,809万円

合　　計 16,717人 3,299人 2,651人 48億8,360万円

●平成23年度介護保険特別会計の収支決算

●平成23年度介護保険事業の概要

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

平
成
23
年
度

●平成23年度一般会計の収支決算

市町名 件  数 収集量(㍑）
岩 手 町 10,754 7,871,850

盛 岡 市（玉山区） 7,316 6,474,690
八幡平市 19,193 18,287,580
葛 巻 町 2,909 2,881,070
合　　計 40,172 35,515,190

●平成23年度し尿処理事業の概要

　

盛
岡
北
部
の
市
町
が
共
同
で
、し

尿
処
理
事
業
や
介
護
保
険
事
務
を
行

う
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合（
管
理

者
・
田
村
正
彦
八
幡
平
市
長
）の
平

成
23
年
度
会
計
決
算
が
こ
の
ほ
ど
、

同
組
合
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
一
般
会
計
は
、歳
入
が

７
億
４
７
９
１
万
円（
前
年
度
比

１
・
１
％
、８
０
６
万
円
増
）、歳
出

が
７
億
３
０
３
７
万
円（
前
年
度

費
２
・
１
％
、１
５
１
３
万
円
増
）。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、歳
入
が

52
億
４
８
０
６
万
円（
前
年
度
比
２
・

３
％
、１
億
１
９
０
８
万
円
増
）、歳

出
が
51
億
６
８
１
８
万
円（
前
年
度

比
２・０
％
、１
億
６
４
６
万
円
増
）と

な
り
、そ
れ
ぞ
れ
、４
４
４
０
万
円
、

７
９
８
８
万
円
が
平
成
24
年
度
へ
繰

り
越
さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
と
歳
出
の

内
訳
、事
業
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
グ

ラ
フ
と
表
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　

74
ー
２
７
１
６

決
算
報
告

【プロフィル】
秋田県出身、盛岡市在住。
㈱岩手放送にアナウンサーとして入
社。結婚退職後、フリーアナウンサー
として活躍し、IBCラジオ「のりこの
週刊おばさん白書」などの番組に出演。
声・パーソナリティ・進行・内容などに
おいて高い評価を受ける。

～ 一人ひとりが  いきいき輝いて生きるために ～

後藤 のりこ 氏

　
プ
ラ
ザ
あ
い
で
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、約
１
３
０
人
が
来
場
。

は
じ
め
に
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
で
活
躍

す
る
後
藤
の
り
こ
さ
ん
が「
幸
せ
の

ス
イ
ッ
チ
は
自
分
持
ち
」と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
後
藤

さ
ん
は
、「『
明
る
く
元
気
に
幸
せ

だ
な
あ
と
自
分
が
思
っ
て
生
活
で

き
る
』、そ
ん
な
地
域
、人
生
を
み
ん

な
で
考
え
る
こ
と
と
解
釈
し
た
」と

話
し
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る

ラ
ジ
オ
番
組
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙

や
、自
ら
の
経
験
に
基
づ
く
話
を
軽

妙
な
語
り
口
で
紹
介
。
そ
の
中
で
、

「
自
分
以
外
の
誰
か
が
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
か
ら
、ポ
ッ
と
明
る
く
な
っ

て
自
分
が
幸
せ
に
な
る
、ス
イ
ッ
チ

を
切
ら
れ
る
か
ら
自
分
が
苦
し
く

な
る
で
は
、自
分
の
人
生
を
生
き

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
苦
し
い

こ
と
も
全
部
自
分
の
こ
と
と
し
て

自
分
が
抱
え
て
生
き
て
い
く
決
心

が
必
要
」と
話
し
、そ
の
た
め
に
は
、

「
つ
ら
い
現
状
の
中
で
も
何
か
い
い

こ
と
は
な
い
か
と
探
そ
う
と
す
る

プ
ロ
セ
ス
に
人
は
癒
さ
れ
、同
時
に

自
分
も
癒
さ
れ
て
い
く
。
だ
か
ら
、

い
っ
ぱ
い
褒
め
た
方
が
い
い
。
３

Ｄ『
だ
っ
て
・
で
も
・
ど
う
せ
』と

い
う
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
言
葉
は
使

わ
ず
に
、３
Ｓ『
さ
す
が
・
す
ご
い
・

素
晴
ら
し
い
』+

『
そ
う
く
る
か
』

+

『
お
し
い
』と
い
う
言
葉
を
使
い
、

プ
ラ
ス
思
考
に
な
り
ま
し
ょ
う
」と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ

れ
か
ら
は
、感
受
性
の
格
差
が
幸
せ

の
格
差
を
生
む
時
代
」と
話
し
、「
何

か
が
起
き
た
時
に
、『
ど
う
し
て
こ

ん
な
こ
と
が
起
き
る
ん
だ
。
傷
つ

き
た
く
な
い
』と
思
う
か
、『
こ
れ

は
、何
か
の
チ
ャ
ン
ス
だ
』と
思
う

か
で
そ
の
人
の
幸
せ
感
が
違
っ
て

く
る
。
前
向
き
に
思
え
な
く
て
も
、

思
え
る
よ
う
に
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を

繰
り
返
し
て
い
く
と
自
分
が
強
く

な
り
、幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
」と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、「
自
分
ら
し
く
輝
い

て
生
き
る
に
は
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
帝
京
大
学

准
教
授
の
柴
田
彩
千
子
さ
ん（
38
）＝

下
大
町
出
身
＝
と
、在
宅
介
護
経
験

者
の
金
沢
勇
さ
ん（
67
）＝
草
桁
＝
、

講
演
の
講
師
を
務
め
た
後
藤
さ
ん

の
３
人
を
迎
え
、県
立
大
の
吉
野
英

岐
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
ま
し
た
。
育
児
と
仕
事
の
両
立

を
図
る
柴
田
さ
ん
は「
私
に
と
っ
て
、

仕
事
は
や
り
が
い
、育
児
は
生
き
が

い
。
周
り
の
人
の
助
け
に
感
謝
し
て

い
る
」と
話
し
、実
母
を
自
宅
で
６
年

間
介
護
し
た
金
沢
さ
ん
は「
自
宅
介

護
す
る
男
性
は
珍
し
い
と
言
わ
れ

た
が
、で
き
る
限
り
や
ろ
う
と
思
っ

た
」、後
藤
さ
ん
は「
夫
だ
か
ら
、妻
だ

か
ら
、こ
う
す
べ
き
。
と
い
う〝
べ
き

思
考
〞か
ら
解
き
放
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」な
ど
と
発
言
。
来
場
者
は
、

う
な
ず
き
な
が
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
の

話
に
聞
き
入
り
、男
女
共
同
参
画
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

いわてまち

共同参画男女
講
演
講
演
「
幸
せ
の
ス
イ
ッ
チ
は
自
分
持
ち
」

「
幸
せ
の
ス
イ
ッ
チ
は
自
分
持
ち
」

フォーラム
　男女が共に意見を尊重し、責任を分かち合いながら
生き生きと暮らせるまちづくりを進めようと町は本年
度、3回の男女共同参画セミナーを開催してきました。
その集大成として 12月 15 日、「いわてまち男女共同
参画フォーラム」を開催。講演とパネルディスカッショ
ンから男女共同参画への理解を深めました。

プ
ラ
ス
思
考
で
幸
せ
に

体
験
談
を
話
し
合
う

講師
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

No.281

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

新年も仲間と遊びたい
 細野サクラさん（77）=岩瀬張=

①テープカットで開場②ポスターなどで10年の展示を振
り返る③かやぶきの写真や模型を展示④愛宕組が音頭上げ
⑤貴重な古写真などが展示⑥大正２年に奉納された御神鏡

いつか
どこかで

Topics01

風
土
や
暮
ら
し
の
展
示
を
回
顧

美
術
館
十
年
記
展
―
博
物
編
―

Topics02

①「おはなし☆きらきら
☆」の府金代表（前列㊥）
と会員の皆さん②感情が
込もった読み聞かせに聞
き入る子どもたち③手作
りの小道具を使ったお話

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お

は
な
し
☆
き
ら
き
ら
☆
」（
府
金
洋

子
代
表
、会
員
12
人
）は
、利
用
者
と

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
昨
年
４
月
、町
図
書
館
が

開
催
し
た
読
み
聞
か
せ
講
習
会
の

参
加
者
を
中
心
に
発
足
。「
声
を
出

し
て
本
を
読
む
こ
と
で
、相
手
に
気

持
ち
が
伝
わ
る
。
本
を
通
じ
て
人

の
温
か
み
を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
町
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、会
員
が
紙
芝

居
や
昔
話
、手
遊
び
な
ど
を
行
い
、

お
年
寄
り
た
ち
が
大
喜
び
。「
こ
ん

な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ん
だ
」と
活

動
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

石
神
の
丘
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
10
周
年
記
念「
石
神
の
丘
展
覧

会
十
年
記
―
博
物
編
―
」は
昨
年

の
11
月
23
日
か
ら
12
月
16
日
ま

で
、同
美
術
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、同
美
術
館
が
平
成
14
年

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
開
催
し
て

き
た
博
物
的
内
容
の
展
覧
会
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、２
つ
の
特
集
展

示
を
加
え
、あ
ら
た
め
て
町
の
風
土

や
暮
ら
し
を
見
つ
め
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
開
場
式
で
は
、

同
美
術
館
長
の
民
部
田
幾
夫
町
長

が「
過
去
か
ら
学
び
未
来
を
ひ
ら

く
。
そ
う
い
う
位
置
付
け
の
展
覧

会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」と
あ
い
さ

つ
。
特
集
展
示「
愛
宕
組
御
神
鏡
奉

納
百
年
展
」で
は
、大
正
２
年
に
愛

宕
組
が
奉
納
し
た
沼
宮
内
稲
荷
神

社
の
御
神
鏡
や
ま
つ
り
の
古
写
真

な
ど
が
展
示
。
ま
た
、「
岩
手
の

暮
ら
し
を
支
え
た
茅か
や
ぶ
き葺
の
民
家
に

魅
せ
ら
れ
て
」で
は
、盛
岡
市
の
ア

マ
チ
ュ
ア
写
真
家
瀬
川
幸
子
さ
ん

（
65
）が
撮
り
続
け
る
か
や
ぶ
き
の

家
の
写
真
と
佐
藤
由
雄
さ
ん（
63
）

＝
細
沢
＝
さ
ん
が
制
作
し
た
模
型

作
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

藤村 淳さんの長男

藤村 奏
そ う た

大 くん（石神）
元気な笑顔で健やか
に育ってね

佐々木隆幸さんの長女

佐々木 柚
ゆずあ

愛ちゃん（落合）

元気にすくすく育っ
てね

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

　

現
在
は
、児
童
館
や
図
書
館
な
ど

活
動
場
所
を
広
げ
、子
ど
も
た
ち
に

も
読
み
聞
か
せ
を
す
る
同
会
。
府

金
代
表
は
、「
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
振
興

会
な
ど
、町
内
の
集
ま
り
に
無
料
で

伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、同
じ
本
を
読
ん
で
も
男

性
や
女
性
、年
代
な
ど
読
む
人
に

よ
っ
て
違
っ
た
魅
力
が
出
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
参
加
し
て
ほ
し

い
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

同
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
町
図

書
館

62
‐
２
８
７
７
へ
。
ま
た

は
、図
書
館
で
行
わ
れ
る
同
会
定

例
会（
毎
月
第
１
火
曜
午
後
１
時

〜
）ま
で
。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　家族で営む牛の繁殖農家で元気に働くサクラさん。「牛の病気など大変なこ
ともありますが、生まれた子牛を９カ月育てて、無事に市場へ送り出せたときは
うれしいし、安心してホッとしますね」と愛情を持って牛たちを世話します。仕
事の合間には、岩瀬張地区の仲間と作る婦人団体「バーチャーズ」の集まりでリ
ラックス。温泉に出掛けたり、芸達者な仲間たちと歌ったり、踊ったり、さまざま
な趣味を楽しんでいます。「自分の体を大事にして、健康でいることが一番」と話
すサクラさん。「ひ孫（七海ちゃん、4歳）の成長も楽しみですし、バーチャーズの
みんなとまた一年間、遊んで歩きたいですね」と新年の抱負を笑顔で語ります。

⑤

①

渡邉大樹さんの長男

渡邉 陽
ひ さ と

里くん（上愛宕下）

いつもニコニコ元気
に育ってね

山口健二さんの次女

山口 亜
あ こ

子ちゃん（民部田）

かわいい笑顔をあ
りがとう♡

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

②

千葉 修さんの孫

千葉 柊
し ゅ り

莉ちゃん（民部田）

いっぱい泣いて、いっ
ぱい笑って元気な子
に育ってね

④

⑥

③

①

「
お
は
な
し
☆
き
ら
き
ら
☆
」が

利
用
者
と
会
員
を
大
募
集
中
!!

No.281

新年に抱く4人の初夢
　将来は「ガソリンスタンドで働き、みんなの車
に給油したい」魁永君と「車の整備士になり、車
の故障で困っている人を助けたい」俊君、「大工
になっていろいろな家を建てたい」龍昇君、「お
父さんの跡を継いで野菜農家になり、一緒にキャ
ベツを作りたい」一馬君は、いつも元気な北山形
小の５年生。新年は、勉強や児童会など学校での
活動のほか、ホッケーやスキー、スノーモービル
など、それぞれに挑戦したいことや行きたいとこ
ろがいっぱい。たくさんの初夢を抱く４人です。

  白椛 白椛 俊俊
しゅんしゅん

君君
  木戸口 木戸口 魁魁

か い とか い と

永永君君   引木 引木 龍龍
り ゅ う とり ゅ う と

昇昇君君
  畑中 畑中 一一

か ず まか ず ま

馬馬君君
（北山形小5年男子全員）

② ③
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出
身
選
手
が
健
闘
誓
う

○
盛
岡
中
央
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

○
盛
岡
中
央
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

　
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
初
出
場

す
る
盛
岡
中
央
高
の
激
励
会
は
昨
年
の
12
月
11

日
、役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
小
原
祐
一
監
督
と
沼
宮

内
中
出
身
の
八や

え
が
し
た
く
み

重
樫
匠
君（
３
年
）＝
下
愛
宕
下

＝
、幅は

ば
が
み
ゆ
う
き

上
祐
生
君（
同
）＝
犬
袋
＝
が
出
席
。
代

表
し
て
八
重
樫
君
が「
岩
手
県
、そ
し
て
町
の
代

表
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
」と
健
闘

を
誓
い
、民
部
田
幾
夫
町
長
は「
準
決
勝
、決
勝

が
行
わ
れ
る
国
立
競
技
場
で
の
プ
レ
ー
を
期
待

し
ま
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。
両
選
手
は
、同
校

の
県
大
会
初
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
町
と
岩
手
警
察
署（
岩
沢
嘉
彦
署
長
）は
昨
年

の
12
月
10
日
、町
の
行
政
事
務
か
ら
の
暴
力
団

排
除
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、民
部
田
幾
夫
町
長
と
岩
沢
署
長

が
、８
項
目
に
渡
る
取
り
決
め
を
記
載
し
た
文

書
の
内
容
を
確
認
し
、署
名
捺
印
。
こ
の
協
定

に
よ
り
両
者
は
、公
共
の
工
事
や
施
設
管
理
、町

の
主
催
行
事
な
ど
か
ら
暴
力
団
関
係
者
を
排
除

す
る
た
め
の
情
報
提
供
な
ど
を
円
滑
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、同
様
の
協
定
締
結

は
、県
内
２
番
目
。
先
駆
け
た
取
り
組
み
で
、暴

力
団
の
な
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

町

▼2012.12.11

力
団
排
除
の
連
携
強
化

○
暴
力
団
排
除
の
協
定
書
調
印
式

○
暴
力
団
排
除
の
協
定
書
調
印
式

暴

益
を
福
祉
団
体
へ
寄
付

○
岩
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
岩
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

威勢のいい声が掛かり盛り上がるチャリティーオークション

　

岩
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
武
田
吉
蔵
会

長
、会
員
43
人
）は
昨
年
の
12
月
８
日
、プ
ラ
ザ

あ
い
で
恒
例
の
歳
末
助
け
合
い
芸
能
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、約
３
０
０
人
が

来
場
。
歌
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、希
望
の
商
品
に
入
札
す
る
威
勢
の
い
い
声

の
掛
け
合
い
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、こ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
売
上
金
を
い
わ
て
育
心
会（
伊
藤
昌
幸
理
事

長
）と
町
手
を
つ
な
ぐ
会（
瀬
川
正
春
会
長
）に

寄
付
。
両
団
体
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

収

暴力団排除の連携強化を誓い調印した民部田町長と岩沢署長

　

水
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
委
員
会（
大
石
敏
行

委
員
長
）主
催
の「
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん

調
理
講
習
会
」は
昨
年
の
11
月
22
日
、水
堀
い

き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、同
校
の
児
童
と
親
、教
諭
な
ど
45
人

が
参
加
。
講
師
に
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん

連
合
歓
隊
を
招
き
、調
理
の
手
順
な
ど
を
習

い
ま
し
た
。
親
子
で
参
加
し
た
早
坂
美
紀
さ

ん（
37
）＝
尾
呂
部
＝
は「
肉
そ
ぼ
ろ
の
作
り

方
な
ど
勉
強
に
な
っ
た
。
家
で
も
や
っ
て
み

た
い
」と
話
し
、娘
の
優
希
菜
さ
ん（
２
年
）は

「
楽
し
か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

○
水
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

○
水
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

焼

高間木副隊長㊧が調理の手順を実演し、おいしく作るこつを伝授

▼2012.12.08▼2012.11.22

大会での健闘を誓う八重樫君（左から2人目）と幅上君（同３人目）

き
う
ど
ん
作
り
に
挑
戦

▼2012.12.10

幅広い年代の選手が熱戦
○第39回町民卓球大会

　第39回町民卓球大会は昨年の12月15日と16日の両日、
森のアリーナで開催されました。両日は、小学生から70
代まで幅広い年代の選手127人が参加。各所属クラブで
磨いた技術を発揮し、団体戦や個人戦で熱戦を展開。ア
リーナに歓声と球音を響かせました。
【大会結果】　■小学生の部　◆団体戦▽1部（男女混合）
　①川口卓球教室Ａ　②岩瀬張スポ少Ａ　③川口卓球教
室Ｂ　▽2部（男女混合）　①岩瀬張スポ少Ｂ　②浮島ス
ポ少　③岩瀬張スポ少Ｃ　◆シングルス▽5･6年男子
　①細野新（岩瀬張スポ少）　②岩崎翔（同）　③岩崎琉生
（同）　▽同女子　①堤彩佳（川口卓球教室）　②滝川洋
菜（同）　③佐藤明音（同）　▽4年以下男子　①瀬川泰生
（岩瀬張スポ少）　②細野清博（同）　③岩崎尚旺（同）　　
▽同女子　①岩崎萌衣（岩瀬張スポ少）　②大巻茉鈴（浮
島スポ少）　③伊藤ヒロ（同）　◆親子ダブルス　①菊池
大輔・乃愛（川口）　②瀬川栄作・泰生（岩瀬張）　③岩角
美由紀・萌々花（川口）、滝川倫・洋菜（同）　
■中学生の部　◆シングルス　▽男子　①久保航大（川
口中）　②岩崎公平（東部中）　③遠藤慶斗（一方井中）　
▽女子　①田村莉里奈（川口卓球教室）　②佐藤七海　

 ▼2012.12.15～16 熱気あふれる真剣勝負
○第40回町少年剣道交流大会  ▼2012.12.09

①各種目で好ラリーを
展開する選手たち②開
会式で健闘を誓う岩瀬
張スポ少の細野新君③
笑顔の表彰式④親子ダ
ブルス優勝の菊池親子

　第40回町少年剣道交流大会は昨年の12月9日、森のアリー
ナで開催されました。当日は、近隣市町村から小・中学生の
66チーム約400人が出場。各種目で団体戦が行われ、選手たち
の真剣勝負と父母たちの声援で会場は熱気に包まれました。
【大会結果】　▼小学生新人の部　①沼宮内剣道スポ少Ａ
②二戸市剣道スポ少　③滝沢村剣道スポ少　

（川口中）　③田村美里奈（川口卓球教室）　
■一般の部　◆団体　①川口クラブＡ　②川口卓球教室
Ａ　③久保選抜、川口卓球教室Ｂ　◆シングルス　▽男
子　① 口航（川口クラブ）　②吉田任宏（関東自動車工
業）　③佐藤正樹（川口クラブ）　▽女子　①立花李花（川
口卓球教室）　②佐藤七海（同）　③江刺家望美（同）　
■ラージボールの部　▽シングルス　①越戸湜子（子抱
団地）　②江刺家雅信（川口卓球教室）　③立花真由美
（同）　▽ダブルス　①佐藤学・佐藤亜紀（川口卓球教室）
　②立花真由美・小野寺邦俊（同・川口中）　③佐藤浩一・
江刺家雅信（川口卓球教室）

スポ少団員が運動会で交流
○第２回森ンピック

　町のスポーツ少年団の交流運動会「森ンピック」は昨年
の11月25日、森のアリーナで開催されました。当日は、町
内の野球やサッカー、ホッケー、剣道、卓球など８つのス
ポーツ少年団の団員と育成会員など約150人が参加し、地
区別に６つのチームを編成。「玉入れ」や「障害物リレー」
など運動会の定番種目のほか、「グルグルバットリレー」
や「美脚リレー」など、日頃取り組むスポーツとは一味
違ったユニークな10種目に歓声を挙げて楽しみ、地域や
競技の枠を越えて交流を深めました。

③

②

 ▼2012.11.25

パ
ン
を
く
わ
え
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
障
害
物
競
走▼小学生の部　①日詰

剣道スポ少Ａ（紫波町）
②滝沢村剣道スポ少Ｂ
③沼宮内剣道スポ少　
③滝沢村剣道スポ少Ａ
▼中学生男子の部
①紫波第一中Ａ　　　
②小鳥谷中（一戸町）　
③雫石剣道スポ少Ａ
③飯岡剣心スポ少（盛岡市）
▼中学生女子の部　
①見前剣道スポ少・北
松園中（盛岡市）　②滝沢
中Ａ　③福岡中（二戸市）真剣勝負を繰り広げる少年剣士たち

④

①



平成 25 年１月１日広報いわてまちNo.643 ／ 18

問い合わせとご相談は役場健康福祉課 62-2111［内線513へ］

善
意
の
献
血
が

貴
い
命
を
救
い
ま
す

今月は金沢浩美主任今月は金沢浩美主任
からのお便りですからのお便りです

健康・福祉情報

広
げ
よ
う

　
　
「
献
血
の
輪
」

文化・情報

No.10

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
59
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

　

眼
病
の
守
り
神
と
さ
れ
る
黒
内
地
区
の

薬
師
大
明
神（
別
当
田
村
孝
さ
ん
）。
そ
の

薬
師
さ
ん
の
登
り
口
に
幹
周
り
約
３
㍍
、樹

齢
80
年
と
推
定
さ
れ
る
桂
の
木
が
あ
り
ま

す
。
根
元
か
ら
高
さ
３
㍍
く
ら
い
の
と
こ

ろ
で
二
股
に
分
か
れ
、そ
び
え
立
つ
そ
の
木

の
大
き
く
根
を
張
っ
た
元
か
ら
こ
ん
こ
ん

と
水
が
湧
い
て
小
さ
な
泉
に
な
り
、そ
の
下

の
池
に
も
満
々
と
水
を
貯
え
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
黒
内
川
は
三
方
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
が
ら
、温
度
調
整
を
す
る

落
差
工
が
あ
り
、尺
ヤ
マ
メ
や
小
さ
な
魚

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
魚
を
狙
っ
て
ダ
イ

ビ
ン
グ
す
る
カ
ワ
セ
ミ
や
時
に
は
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
も
姿
を
見
せ
ま
す
。

　

寒
い
冬
、こ
た
つ
も
い
い
で
す
が
、外
へ

飛
び
出
し
、自
然
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る

「
桂
の
泉
」を
見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

黒
内
地
区「
桂
の
泉
」

①二股に分かれる桂の木の根元か
ら湧く「桂の泉」②こんこんと枯れ
ることなく清水が湧き出ています

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
老
人
」　

久
慈
正
和　

選

短
歌

【該当する人】
　介護保険の要介護認定を受けていて、次の状態に
ある人

障害者控除対象者

認知症高齢者の日常生活自立
度が IIa または IIb の人
障害高齢者の日常生活自立度
がＡ１またはＡ２の人

特別障害者控除対象者

認知症高齢者の日常生活自立度
が IIIa、IIIb、IVまたはMの人
障害高齢者の日常生活自立度が
B１、B２、C１、またはＣ２の人

 【町内の献血実施予定】

月　日 種類 受付
時間 場　所

３月25日（月）全血献血

09:30 ～
11:00

JA新いわて
岩手中央支所

12:00 ～
13:00

岩手中央
自動車学校

14:30 ～
16:30 岩手町役場

【1月の休館日】　毎週月曜日、25日（金）。
ただし、14日（月・祝）は開館し、翌日15日
に休館にします。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 芳一 堀川　アサコ
エッセイ 人生の旅をゆく　2 よしもとばなな
実用書 着物と遊ぶ 石橋　富士子

児童向け
絵　本 十二支のしんねんかい 柳原　良平
絵　本 まいごのワンちゃんあずかってます アダム・ストーワー

読み物 金色の髪のお姫さま エルベン

　皆さまからのご要望により土曜・日曜・祝日の
開館時間を18時まで延長しました。

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　１月20日（日）午前11時～
【対象】　小学校就学前のお子さん
　　　※読み聞かせボランティアの『おはなし☆きらきら☆』による
　　　おはなし会です。

〈
佳
作
〉

趣
味
多
彩
元
気
な
老
い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 　
　

佐
藤　

小
草

口
下
手
で
よ
し
老
人
の
飾
ら
ぬ
弁 

　
　

菊
池　

一
覚

〈
秀
逸
〉

一
人
居
は
気
楽
と
言
う
が
寂
し
さ
も 　
　

四
日
市
俊
悦

百
歳
の
皺
は
菩
薩
の
相
に
な
り 

　
　

柴
田　

満
子

〈
特
選
〉

こ
の
位
生
き
て
も
ま
だ
半
人
前 

　
　

土
橋
は
つ
お

刑
務
所
に
老
人
ホ
ー
ム
出
来
そ
う
だ 　
　

自　
　
　

句

霙み
ぞ

る
る
や
糶せ

り

牛
濡
れ
て
貸
車
に
乗
る 

遠
藤　

金
作

猫
の
用
あ
り
げ
に
走
る
漱
石
忌 

佐
々
木
小
夜

大お
お
な
え
地
震
の
又
も
来
れ
る
師
走
か
な 

佐
藤　
　

栄

柿
た
わ
わ
飯
盛
山
は
香
に
満
つ 

志
田　

悦
朗

喜
寿
す
ぎ
て
思
い
出
整
理
古
日
記 

柴
田　

ヒ
ノ

も
て
な
し
は
馴
染
の
味
の
鰤ぶ

り

大
根 

白
井　

梅
子

つ
い
纏ま

と

ふ
母
の
形
見
に
着
ぶ
く
る
る 

山
口　

國
男

今
頃
の
海
は
吹
雪
か
故
郷
恋
ふ 

高
橋　

麗
子

集
い
来
て
山
の
友
ら
と
乾
杯
す

夫
亡
き
友
の
古
稀
を
祝
ひ
て 

岩
舘　

カ
ツ

誕
生
日
に
子
ら
は
く
れ
た
り
肩
も
み
と

家
事
引
き
受
け
る
数
枚
の
券 

瀬
川　

浩
美

高
月
の
光
は
冴
え
し
筝
の
音
に

父
偲
び
弾
く「
美
し
き
天
然
」 

高
橋　

糸

綻
び
し
母
の
形
見
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

つ
い
身
に
纏
い
除
雪
機
を
操
る 

山
口　

國
男

岩
手
山
日
出
づ
る
国
の
名
山
に

神
酒
挙
ぐ
元
旦
晴
れ
て
風
な
し 

佐
藤　

水
魚

に
携
わ
る
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
成
人

を
迎
え
た
20
歳
の
若
者
を
は
じ
め
、町

の
皆
さ
ん
に
献
血
へ
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

成
分
献
血
、４
０
０
㍉
㍑
献
血
は
、

２
０
０
㍉
㍑
献
血
に
比
べ
量
が
多
い

こ
と
か
ら
、献
血
者
が
少
な
く
て
も
輸

血
を
可
能
に
し
、輸
血
後
の
副
作
用
発

生
の
可
能
性
が
低
く
、安
全
性
を
向
上

で
き
る
献
血
方
法
で
す
。
こ
の
た
め
、

献
血
者
の
意
思
を
優
先
し
、健
康
状
態

に
つ
い
て
慎
重
に
確
認
し
た
上
で
成

分
献
血
、４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
、事
故
や
病
気
で
血
液
を

必
要
と
す
る
多
く
の
人
の
た
め
に
健

康
な
人
が
血
液
を
提
供
し
、誰
も
が

い
つ
で
も
安
全
に
輸
血
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
、助
け
合
い
の
制
度

で
す
。
血
液
は
、生
き
て
い
る
細
胞

で
あ
り
、科
学
が
進
歩
し
た
現
在
で

も
、人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、長
期
間
保
存
で
き
な

い
た
め
、輸
血
に
必
要
な
血
液
を
い

つ
で
も
十
分
確
保
し
て
お
く
に
は
、

絶
え
ず
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の
協
力
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、赤
血
球
、血
し

ょ
う
な
ど
の
輸
血
用
血
液
と
し
て
使
わ

れ
る
ほ
か
、い
く
つ
か
の
成
分
に
分
け

製
剤
化
さ
れ
、医
療
機
関
で
手
術
や
ガ

ン
の
治
療
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
季
は
、風
邪
な
ど
体
調
を
崩
す
人

が
多
く
、献
血
協
力
者
が
減
少
し
ま

す
。
輸
血
用
血
液
の
安
定
供
給
の
た

　・　　役場健康福祉課
　　　　地域包括支援センター
　　　　  62-2111内線515,518

　介護保険の要介護認定を受けている人は、確定申
告をするときに所得税と住民税の控除を受けられる
場合があります。対象になる人は、要介護認定を受け、
その状態が障害者に準ずる人として障害者控除対象
者認定を受けている場合です。認定には申請が必要
です。該当する人は、役場健康福祉課地域包括支援
センターで早めに手続きをしてください。なお、該
当するか分からないときは、手続きをする前に同セ
ンターに問い合わせてください。

要介護の状態により税の控除があります

め
、冬
季
の
献
血
に
１
人
で
も
多
く
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
協
力
者
の
健
康
管
理
に
役
立

て
る
た
め
、献
血
の
際
血
液
に
関
す

る
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
で

は
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

総
タ
ン
パ
ク
な
ど
７
項
目
の
生
化
学

検
査
と
８
項
目
の
血
球
計
数
検
査
を

行
う
ほ
か
、糖
尿
病
関
連
の
検
査「
グ

リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査（
Ｇ
Ａ
）」も

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
査

成
績
は
い
ず
れ
も
通
知
を
希
望
す
る

人
を
対
象
と
し
、後
日
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
、献
血
に
つ
い
て
の

広
い
理
解
と
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、２
月
28
日
ま
で「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

献
血
は
、献
血
す
る
人
の
善
意
と
そ
れ

早めに認定の申請を

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

献
血
は
助
け
合
い
の
制
度

冬
季
は
献
血
者
が
減
少

お
願
い
す
る
献
血
の
種
類

①

献
血
で
健
康
管
理

県献血推進マスコット
キャラクター
ココロンちゃん

 

献
血
で
、つ
な
が
る〝
い
の
ち
〞

 

あ
な
た
の
わ
ず
か
な
時
間
で
、

 

救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
！

②
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YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

No.295
【プロフィル】　おいぐち・こう（19）＝上愛宕下＝。盛岡市立高校を
平成22年に卒業し、㈱ザマ・ジャパン（八幡平市）に就職。血液型Ａ型、
うお座

　「小学生から続ける卓球は、もう生活の一部になってますね」と話
す航さんは、12月に行われた町民卓球大会で個人戦２連覇を達成。
「前回大会では初優勝できて本当にうれしかった。今回も勝ててほっ
としています」と喜びを語ります。勤めて２年目になる会社では、草
刈り機などの農機具に使われるエンジンのキャブレターを製造。「自
分が関わったエンジンが発売されるとうれしいですね」と話し、仕事
にやりがいを感じています。そんな航さんの理想の女性像は、「柔
らかい雰囲気で話しやすい人」だとか。「会社の工場が中国にもあり、
経験として一度は行ってみたいです。卓球世界一の国ですから、プ
レーもしてみたいですね」と爽やかな笑顔で夢を話します。

中国で卓球をしてみたい

口 航 さん

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation Iwatemachinnformation

ス
ト
代
、実
習
費
含
む
）　

　

・　
　

県
高
齢
者
福
祉
生
活

協
同
組
合

０
１
９
‐
６
５
３
‐

５
８
３
０

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を

行
い
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

○
育
児
講
習　
「
韓
国
料
理
作
り
」

　

お
子
さ
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
韓

国
料
理
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】　

１
月
29
日（
火
）午
前
10

時
〜

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】　

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
舎　

韓か
ん 

佳け
い
こ子
オ
ー
ナ
ー

【
費
用
】　

５
０
０
円

【
定
員
】　

10
組（
先
着
）

【
持
ち
物
】　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

ご
飯
、箸
、お
茶
、タ
ッ
パ
ー
、お
子

さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

【
申
込
期
限
】　

１
月
22
日（
火
）

・
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１　

　

町
内
各
公
民
館
は
、各
地
区
で

行
わ
れ
て
い
る
公
民
館
事
業
を
一

堂
に
発
表
す
る「
第
10
回
い
わ
て

ま
ち
公
民
館
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

２
月
２
日（
土
）正
午
〜

午
後
３
時

【
会
場
】　

プ
ラ
ザ
あ
い
多
目
的

ホ
ー
ル

【
内
容
】　

各
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル

の
舞
台
発
表
な
ど

　

町
中
央
公
民
館

62
‐

２
８
７
７

　

町
は
、
約
３
３
０
㌔
㍍
の
道
路

を
町
と
委
託
業
者
で
分
担
し
て
除

雪
作
業
を
行
い
き
め
細
か
な
除
雪

を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
気
象
条

件
な
ど
に
よ
り
作
業
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
不
便
を
お
掛
け

す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た

め
、次
の
こ
と
に
協
力
く
だ
さ
い
。

①
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で

除
雪
車
に
絶
対
近
付
か
な
い
で
く

だ
さ
い

②
除
雪
作
業
に
よ
り
家
の
出
入
り

口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
各
家
庭
や
近
所
で
協

力
し
合
い
、
手
直
し
を
お
願
い
し

ま
す

③
道
路
に
立
て
て
あ
る
除
雪
ポ
ー

ル
を
抜
か
な
い
で
く
だ
さ
い

④
自
転
車
や
自
動
車
な
ど
、
除
雪

の
妨
げ
に
な
る
も
の
を
道
路
に
放

置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

⑤
除
雪
作
業
後
に
道
路
に
雪
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

役
場
地
域
整
備
課
地
域
整

備
係

62
‐
２
１
１
１　

内
線

３
２
２
、３
２
３

　

町
は
、
平
成
25
年
度
に
「
岩
手

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
農
地
を
農
地

以
外
の
用
途
に
変
更
す
る
申
請
は
、

原
則
と
し
て
こ
の
見
直
し
の
時
期

に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
５
年

間
に
農
地
の
変
更
の
予
定
の
あ
る

人
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
申
し
出

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
農
林
環
境
課
農
林
振

興
係

62
‐
２
１
１
１　

内
線

３
０
３

　

働
い
て
い
る
調
理
師
は
、２
年

ご
と
に
就
業
届
を
出
す
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
届
け
出
の
必
要
な
調
理
師
】

○
寄
宿
舎
、学
校
、、病
院
、事
業

所
、社
会
福
祉
施
設
、介
護
老
人
福

祉
施
設
、矯
正
施
設
、そ
の
他
多
人

数
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し

て
い
る
施
設
の
調
理
師

○
飲
食
店
、魚
介
類
販
売
業
、そ

う
ざ
い
製
造
業
に
従
事
す
る
調

理
師

【
届
け
出
期
限
】　

１
月
15
日（
火
）

　

○
県
央
保
健
所

０
１
９
‐

６
２
９
‐
６
５
６
６　

○
県
保
健

福
祉
部
健
康
国
保
課

０
１
９
‐

６
２
９
‐
６
５
６
９

　

県
の
最
低
賃
金
が
、最
低
賃
金
制

度
に
よ
り
改
正
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
者
も
労
働
者
も
最
低
賃
金
を

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

【
県
の
最
低
賃
金
】　

時
間
額

６
５
３
円

【
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
】

○
鉄
鋼
業
、金
属
線
製
品
、そ
の
他

の
金
属
製
品
製
造
業　

７
２
８
円

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業　

７
０
９
円

○
光
学
機
械
器
具・レ
ン
ズ
、時
計・

同
部
分
品
製
造
業　
７
１
７
円

○
各
種
商
品
小
売
業　

７
２
０
円

○
自
動
車
小
売
業　

７
３
９
円

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

○
岩
手
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

０
１
９
‐
６
０
４

‐
３
０
０
８　

○
盛
岡
労
働
基

準
監
督
署

０
１
９
‐
６
０
４
‐

２
５
３
０

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し

た
１
月
17
日
は「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」。
15
日
か
ら
21
日

ま
で
が「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」で
す
。
同
震
災
や
一
昨
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、地
域

住
民
の
防
災
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
が
有
効
な
こ
と
を
貴
重

な
教
訓
と
し
て
残
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
家
族
や
地
域
の
人
た
ち

と
話
し
合
い
、災
害
へ
の
備
え
を

充
実
・
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、１
月
26
日
は「
文
化
財
防

火
デ
ー
」で
す
。
国
民
の
財
産
で

あ
る
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
次

の
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

62
‐
６
１
１
９

改
正
最
低
賃
金
６
５
３
円

■
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

災
害
へ
の「
備
え
」を
強
化

■
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

円
滑
な
作
業
に
ご
協
力
を

■
町
の
除
雪
作
業

そ
の
他

　

盛
岡
地
方
法
務
局
は
、住
民
が

身
近
な
法
律
に
理
解
を
深
め
る
た

め
の「
法
務
局
市
民
講
座
」の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】　

１
月
30
日（
水
）午
後
２

時
〜
３
時
30
分

【
場
所
】　

盛
岡
地
方
法
務
局
４
階

専
用
会
議
室（
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通

１
‐
９
‐
15
盛
岡
第
２
合
同
庁
舎
内
）

【
講
座
内
容
】　
「
土
地
の
境
界
に

つ
い
て
」

【
募
集
人
員
】　

25
人

　

・　
　

盛
岡
地
方
法
務
局

総
務
課

０
１
９
‐
６
２
４
‐

９
８
６
１

　

岩
手
県
学
生
会
館（
東
京
都
豊

島
区
要
町
２
‐
５
‐
５
）は
、県
出

身
者
の
た
め
の
学
生
寮
で
す
。
４

月
か
ら
入
寮
す
る
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
選
考
日（
面
接
）】　

○
前
期
２
月

14
日（
木
）　

○
後
期
３
月
18
日

（
月
）

【
面
接
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）会

議
室

【
入
寮
資
格
】　

県
出
身
者（
保
護
者

の
生
活
の
本
拠
地
が
岩
手
県
の
人
）

で
寮
か
ら
通
学
可
能
な
地
域
に
あ

る
大
学
な
ど
に
入
学
す
る
学
生

【
募
集
人
員
】　

男
子
30
人
程
度
、

女
子
20
人
程
度

【
入
寮
期
間
】　

入
寮
後
２
年
間

（
延
長
規
定
あ
り
）

【
寮
費
】　

月
額
８
万
５
０
０
円（
朝

夕
２
回
の
食
事
、共
益
費
、自
治
会

費
含
む
）、入
寮
時
諸
費
用
10
万
円

（
入
寮
金
、寮
維
持
資
金
各
５
万
円
）

　

・　
　
（
公
財
）岩
手
県
学
生

援
護
会

０
３
‐
３
９
７
２
‐

４
７
８
３

　

県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合

は
、訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）２
級
課
程
の
養
成
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
対
象
】　

男
女
、年
齢
不
問

【
開
催
期
間
】　

２
月
12
日（
火
）

〜
３
月
25
日（
月
）の
全
20
日
間

【
会
場
】　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

（
盛
岡
市
三
本
柳
８
‐
１
‐
３
）　

【
定
員
】　

40
人

【
受
講
料
】　

６
万
５
千
円（
テ
キ

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

県
立
盛
岡
農
業
高
等
学
校
は
、

特
別
専
攻
科
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

【
募
集
学
科
】　

特
別
専
攻
科（
農

業
科
）

【
修
業
年
限
】　

２
年（
登
校
日
は

週
２
回
）

【
募
集
定
員
】　

20
人

【
募
集
対
象
】　

高
校
卒
業
ま
た
は

見
込
み
で
農
業
後
継
予
定
の
人
、

農
業
を
勉
強
し
た
い
人
、畜
産
関

係
の
資
格
を
取
得
し
た
い
人
な
ど

【
授
業
料
】　

月
額
２
７
０
０
円

（
ほ
か
に
入
学
諸
納
金
が
必
要
）

【
願
書
受
け
付
け
】　

１
月
18
日

（
金
）ま
で

【
試
験
日
】　

２
月
６
日（
水
）

【
試
験
内
容
】　

書
類
審
査
、筆
記

試
験
、面
接

【
試
験
場
所
】　

盛
岡
農
業
高
等
学

校
内
特
別
専
攻
科
校
舎

　

・　
　

盛
岡
農
業
高
等
学
校

０
１
９
‐
６
８
８
‐
４
２
１
１

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

農
業
の
専
攻
科
学
生
募
集

■
盛
岡
農
業
高
特
別
専
攻
科

各
サ
ー
ク
ル
が
舞
台
発
表

■
町
公
民
館
ま
つ
り

２
年
ご
と
に
届
け
出
義
務

■
調
理
師
の
就
業
届

土
地
の
境
界
講
座
受
講
者

■
法
務
局
市
民
講
座

４
月
入
寮
の
学
生
を
募
集

■
岩
手
県
学
生
会
館

３
月
ま
で
に
手
続
き
を
！

■
農
業
振
興
地
域
変
更
申
請

ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
受
講
生

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
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子どもの急な病気は
 
よろこび　かなしみ 町民カレンダー

日（曜） 当番医
1（火）沼宮内地域診療センター
2（水）さわやかクリニック
3（木）佐渡医院
6（日）塚谷医院
13（日）さわやかクリニック
14（月）岩手沼宮内クリニック
20（日）北上脳神経外科クリニック
27（日）一方井診療所

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

１月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

町県民税（第4期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第7期）の納付期限は１月31日（木）です
※口座振替の場合は１月25日（金）に指定の口座から引き落としになります

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 ８日 08:30 ～
11:00

循環器 ( 内科） ７、21 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 16 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 11、25 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 8、22、29 日13:00 ～15:30
耳鼻咽

いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 ４、18 日 08:30 ～
11:30

3（日）沼宮内地域診療センター
10（日）佐々木医院
11（月）岩手沼宮内クリニック

▼
▼
▼

平成 24 年 11 月受け付け分

●亡くなられた人● 15 人（18 人）

●お婿さん、お嫁さん● 3 組（4 組）

▼10月

１月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:00
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:00

▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

2月日 月 火 水 木 金 土
1/1
川久保

2
中央

3
日赤

4
医大

5
こども

6
中央

7
日赤

8
川久保

9
中央

10
医大

11
中央

12
日赤

13
医大

14
中央

15
川久保

16
医大

17
中央

18
中央

19
こども

20
日赤

21
医大

22
中央

23
中央

24
日赤

25
医大

26
中央

27
医大

28
中央

29
日赤

30
中央

31
医大

2/1
中央

2
こども

3
医大

4
日赤

5
川久保

6
中央

7
中央

8
医大

9
中央

10
日赤

11
医大

12
川久保

13
中央

14
日赤

15
医大

16
こども

●生まれたお子さん● 8 人（8 人）
▼11月

日 お名前 保護者 行政区

1 小野寺悠
ゆうのすけ

ノ助 洋 二 ツ 森

3 澤口　菜
な な

南 達　也 上野口町

9      宮﨑　蓮
れんし

士 詠　司 舘

9 藤村　千
ちさと

聖 俊　徳 上 大 町

13 久保　満
みつき

生 友　基 上愛宕下

15 三浦　葵
あおい

唯 務 中 田

21 四日市凌
りんが

我 登志明 野 原

21 近藤　美
み か

華 翔　太 下五日市

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
31 宮田　策次（80） 本　人 舘

日 お名前 世帯主 行政区
7 髙井澤正雄

菅原　明子
本　人
本　人

下苗代沢2
下苗代沢2

10 澤瀬　大将
小田島美佳

勇
本　人

御堂新田
盛 岡 市

27      地舘　久一
     髙村　奈美

清　見
勝　治

一 方 井
下愛宕下

▼11月

2 千葉　与吉（80） 政　義 の 口

2 千葉　ミネ（76） 清　衞 葉 木 田

4 大石　ヤヱ（78） 一　夫 豊 岡

10 千葉　省三（64） 兄　太 山 道

11 佐藤　サト（91） 本　人 二 ツ 森

12 田中　和雄（84） 仁　志 一 方 井

14 田村ハルヱ（78） 義　衛 一 方 井

15 細野　佐𠮷（94） 睦　男 岩 瀬 張

17 橘　　 ハ ル（82） 金次郎 小 金 沢

17 武田　美通（65） 和　子 下 黒 内

18 佐藤　トシ（81） 本　人 橋 場

21 岩舘　サメ（92） 本　人 半 在 家

26 帷子　種吉（80） ツルノ 駅 通

29 大村　谷藏（76） 光　彦 万 部

▼11月

休日当番医
【受付時間】　9:00～17:00日（曜） 時間 行事名 場所

1（火）09:00 ～ 00:00 2013年第39回町元旦健康マラソ
ン大会（開会式８：40～、プラザあい内）

プラザあい周辺発着

5（土）09:00 ～ 00:00新春囲碁将棋大会 ゆはず交流館

 9:00 ～ 16:00町小中学校・高校絵画コンクール作
品展（～27日）

石神の丘美術館

6（日）10:00 ～ 12:00町消防出初式 役場駐車場ほか

9（水）12:45 ～ 00:00 1歳６カ月児健康診査（平成23年5月
15日～7月9日生まれ）

町保健センター

10（木）09:45 ～ 12:00離乳食教室
（平成24年9月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

12（土）10:00 ～ 12:00文章講座中級編第１回 ゆはず交流館

13（日）13:30 ～ 15:30町成人式（受け付け12：30～） プラザあい

17（木）10:00 ～ 00:00まんまと湯っこの会 老人福祉センター

18（金）09:00 ～ 12:00人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

19（土）10:00 ～ 12:00文章講座中級編第２回 ゆはず交流館

22（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年4月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年7月生まれ）
1歳児健康診査（平成24年1月生まれ）

町保健センター

23（水）10:00 ～ 15:30盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

24（木）10:00 ～ 00:00子育てサロン “すくすく”
※生後から未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

26（土）10:00 ～ 12:00 文章講座中級編第３回 ゆはず交流館

日（曜） 時間 行事名 場所
2（土） 9:00 ～ 16:00町書初めコンクール入選作品展示会

（17日まで）
石神の丘美術館

12:00 ～ 00:00第10回いわてまち公民館まつり プラザあい

3（日） 9:00 ～ 16:00町教育を高めて進む町づくり大会 森のアリーナ

6（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室
（平成24年10月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

7（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

8（金）09:30 ～ 12:00妊婦教室1回目（平成25年3月～７月
出産予定の女性）

町保健センター

2月の行事予定

１月の行事予定
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今月は産直の時間帯別
1日の平均買い物客数

順位 種　類 人数
１ 12:00 ～ 13:00 121
２ 13:00 ～ 14:00 108
３ 14:00 ～ 15:00 91
（11/20～20「石神の丘」調べ）
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■
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口
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動
き（
H
24.11.30現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
/男
7,419（

△
4）、女

7,748（
3）  計

15,167（
△
1）、世

帯
/5,480（

8）
　
出
生
/8、 死

亡
/18、転

入
/27、 転

出
/18、外

国
人
住
民
/118人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
最
初
の「
広
報
い
わ

て
ま
ち
」も
最
後
ま
で
読
ん

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
町
で
は
、道
の
駅「
石

神
の
丘
」や「
い
わ
て
沼
宮
内

駅
」が
10
周
年
を
迎
え
、、町

出
身
の
岩
崎
茂
さ
ん
や
田
中

泉
樹
さ
ん
を
は
じ
め
、多
く

の
人
が
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
世
相
を
表
し

た
漢
字（
日
本
漢
字
能
力
検

定
協
会
発
表
）は「
金
」で
し
た

が
、私
の
取
材
先
で
も
町
の
皆

さ
ん
が「
金
ピ
カ
」に
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
も
輝
き
を
そ
の

ま
ま
に「
ス
テ
イ
ゴ
ー
ル
ド
」

で
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
（
佐
藤
）

道の駅「石神の丘」は、平成14年７月にオープンしてから10周年を迎えました。
町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

会　　期：１月５日(土）～27日（日）

平成24年度　石神の丘美術館

　平成25年は、　平成25年は、巳巳
みみ

年。石神の丘に年。石神の丘に
も赤い舌をペロリと出し愛嬌ある顔も赤い舌をペロリと出し愛嬌ある顔
をした「へび」が登場しました。をした「へび」が登場しました。
　組合員の戸埜村正さんが作る木彫　組合員の戸埜村正さんが作る木彫
りの十二支は、道の駅オープンのりの十二支は、道の駅オープンの
年に作られた「さる」から始まり、年に作られた「さる」から始まり、
10周年を迎えた今回、「へび」が仲10周年を迎えた今回、「へび」が仲
間入り。正さんは「珍しさに人が集間入り。正さんは「珍しさに人が集
まり、産直が繁盛することを願ってまり、産直が繁盛することを願って
作り始めました。道の駅を訪れる多作り始めました。道の駅を訪れる多
くのお客さんに楽しんでもらいたくのお客さんに楽しんでもらいた

開館時間：午前９時～午後４時

入場
無料

休 館 日：１月７日（月）、15日（火）、21日（月）
【問い合わせ先】　石神の丘美術館 62－1453

岩手町 小中学校・高校絵画コンクール作品展

　今年度のテーマは「みんなで守ろう　岩手町の自然」
と「石神の丘美術館を題材にした作品」です。この展覧
会では、応募作品391点すべてを展示します。

い」と作品に込める思いを話します。い」と作品に込める思いを話します。
　「へび」の制作には、ヒバの木を　「へび」の制作には、ヒバの木を
使用。チェーンソーで型取りし、電使用。チェーンソーで型取りし、電
動工具などで細部を仕上げ、塗装し動工具などで細部を仕上げ、塗装し
て完成させました。制作期間は約３て完成させました。制作期間は約３
カ月。図鑑を片手に、ヘビの形や色カ月。図鑑を片手に、ヘビの形や色
など特徴を研究した力作です。など特徴を研究した力作です。
　「へび」が加わり10作になった十二　「へび」が加わり10作になった十二
支の動物たちは、産直の入り口で布支の動物たちは、産直の入り口で布
袋様と共にお客さまを迎えています。袋様と共にお客さまを迎えています。
買い物と一緒にお楽しみください。買い物と一緒にお楽しみください。

産直組合員産直組合員

戸戸
と の む らと の む ら

埜村埜村  正正
まさしまさし

さん（さん（7575）＝江刈内＝）＝江刈内＝

今年のえと今年のえと

へびへびがが石神の丘に石神の丘に仲仲間間入り入り

　工芸は「趣味」と言う正さんですが、
自宅脇の作業小屋には「戸埜村工芸工
房」と看板を掲げ、産直でも作品を販
売する本格派。「不景気な世の中です
が、道の駅がますます繁盛して、いい
年になれば」と巳年に期待を込めます。

○入賞者紹介
◇小学校低学年の部
　《最優秀》　藤沢纏

ま と い

伊（沼宮内小2年）ほか入賞８人
◇小学校高学年の部
　《最優秀》　斎藤璃子（川口小5年）ほか入賞９人
◇中学校の部
　《最優秀》　佐藤宏紀（川口中2年）ほか入賞３人
◇高等学校の部
　《最優秀》　田村祐喜（沼宮内高1年）ほか入賞７人


